
H18（2006）.4.13

� 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん
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２
８
０
０
万
円
に
達
す
る
な
ど
、
町
の

財
政
を
強
く
圧
迫
す
る
事
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
合
併
後
に
お
け
る
町
の
一

体
感
の
醸
成
と
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
観
光
振
興
及
び
公
立
浜
坂
病
院
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
住
民
の

参
画
と
協
働
に
よ
り
合
併
後
に
お
け
る

町
内
全
域
で
の
公
共
交
通
体
系
の
見
直

し
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
新
温
泉
町
交

通
政
策
研
究
会
を
設
置
し
、
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
（
バ
ス
路
線
）
の
再
編
計
画

策
定
に
向
け
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

町
民
バ
ス
に
よ
る
代
替
運
行
を

行
い
ま
す

　

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
・
再
生
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支

援
す
る
国
の
制
度
を
活
用
し
、
本
年
10

月
か
ら
町
主
体
の
バ
ス
運
行
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、３
ヵ
年
の
実
証
（
試
験
）

運
行
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
（
デ

マ
ン
ド
運
行
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

な
ど
）
を
進
め
、
４
年
目
以
降
の
本
格

運
行
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

運
行
に
あ
た
っ
て
は
、Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
、

温
泉
総
合
支
所
（
ま
た
は
全
但
バ
ス
湯

村
温
泉
営
業
所
）
を
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
拠
点
と
し
、
公
立
浜
坂
病
院
、

―

全
但
バ
ス
路
線
の
休
止
に
対
応―

　

町
民
バ
ス
に
よ
り
地
域
の
足
を
守
り
ま
す

は
じ
め
に

　

昨
年
９
月
末
に
、
全
但
バ
ス
か
ら
、

利
用
客
の
減
少
に
よ
り
運
送
収
入
が
減

少
し
、
路
線
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
と

の
理
由
で
、
町
内
を
走
行
す
る
８
路
線

の
う
ち
、
５
路
線
を
本
年
10
月
１
日
付

け
で
休
止
し
た
い
旨
の
申
し
出
を
受
け

ま
し
た
。

　

本
町
は
、
バ
ス
路
線
の
存
続
の
た

め
、
全
但
バ
ス
に
対
し
て
路
線
ご
と
に

赤
字
額
を
補
て
ん
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
、
過
疎
化
、

少
子
化
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
、
さ
ら

に
は
燃
料
の
高
騰
等
に
よ
る
経
費
の
増

加
な
ど
の
原
因
が
重
な
り
、
年
々
補

て
ん
額
も
増
え
、
平
成
19
年
度
に
は
約

　

昨
年
９
月
末
、
全
但
バ
ス
が
町
内
を
走
行
す
る
８
路
線
の
う
ち
５
路
線
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
10
月
１
日
付
け
で
休
止
し
た
い

と
発
表
し
ま
し
た
。
理
由
は
、利
用
客
の
減
少
に
よ
り
運
送
収
入
が
減
少
し
、路
線
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町
で
は
、
住
民
代
表
等
で
組
織
す
る
町
交
通
政
策
研
究
会
を
設
置
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
通
院
、
小
・
中
学
生
と
高
校
生
の
通
学
、
観
光
客
の
移
動
手
段
及
び
中
心
市
街
地
へ
の
集
客
な
ど
、
住
民
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
対
応
策
と
し
て
、
町
内
す
べ
て
の
路
線
を
再
編
し
、
町
が
主
体
と
な
っ
た
町
民
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
で
住

民
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
運
行
は
国
の
制
度
を
活
用
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
バ
ス
路
線
の
実
証
運

行
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
を
通
し
て
、
平
成
23
年
度
以
降
の
本
格
運
行
に
つ
な
げ
ま
す
。
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八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
準
拠

点
と
位
置
付
け
ま
す
。
こ
れ
ら
を
起
点

と
し
た
バ
ス
運
行
を
行
う
と
と
も
に
、

路
線
に
応
じ
た
バ
ス
車
両
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
運
行
を
確
保

し
ま
す
。

運
賃
を
抑
え
て
町
の
一

体
感
を
醸
成

　

運
賃
は
、
初
乗
り
を
１
０
０
円
と
し
、

50
円
刻
み
で
設
定
し
ま
す
。（
上
限
は 

３
０
０
円
）
な
お
、
路
線
を
乗
り
継
い
だ

場
合
で
も
上
限
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
券
や
回
数
券
に
つ
い
て

も
、
新
運
賃
に
基
づ
い
た
設
定
と
な
る

た
め
安
価
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
足
を
守
る
た
め
、
バ
ス

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
町
は
全
但
バ
ス
路
線
休
止
後
の
路

線
網
を
実
証
運
行
に
よ
り
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
証
運

行
に
よ
る
国
の
制
度
で
バ
ス
が
走
る
の

は
３
ヵ
年
限
り
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
４
年
目
以
降
に
は
、
国
の

制
度
が
な
く
と
も
持
続
で
き
る
路
線
だ

け
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
利
用
の
な
い

路
線
に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
ず
休
止

実証運行の考え方について

①実証運行の毎年の結果を住民と共有し、評価、

見直しを進めます。その結果により、利用実態

に応じた運行の適正化と、住民の参画による計

画の見直しなどを進め、廃止を含めた再々編を

行います。

②研究内容

　・スクールバスの混乗化

　・乗合タクシーの導入

　・デマンド運行（事前に予約がない場合は運休

　　となります）

　・土・日曜、祝日の運休

　・フリー乗降区間（バス停がない場所でも乗降

　　できる区間）の拡大

　・安価でわかりやすい料金体系の導入

　・バスの小型化に伴う直通区間の設定、地区内

　　への新たな乗り入れなど

全但バスの定期券・回数券の払戻しについて
―10 月１日以降は利用できなくなります―

　全但バスの路線休止に伴い、10 月 1 日から町主体のバス運行に切り替わるため、お手持ちの定期券・

回数券は利用できなくなります。

　現在お手持ちの定期券・回数券については、全但バス湯村営業所で払い戻しが受けられます。詳しくは、

全但バス湯村営業所までお問い合わせください。

◆問い合わせ　　全但バス　湯村営業所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡（０７９６）９２ ‐ ０１３７

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

年
度
ご
と
の
運
行
指
針
と
し
て
、

　

１
年
目
は
全
路
線
網
の
サ
ー
ビ
ス
維

持
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

２
年
目
は
、
上
記
の
研
究
内
容
（
実

証
運
行
の
考
え
方
に
つ
い
て
）
を
導
入

し
、路
線
維
持
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

　

３
年
目
は
持
続
可
能
な
路
線
に
絞

り
、
本
格
運
行
に
向
け
た
運
行
体
制
と

し
ま
す
。

『
地
域
の
足
を
守
る
』
こ
と
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
町
民
バ
ス
の
ま

す
ま
す
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４
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町政のうごきから
　

21
世
紀
を
先
導
す
る―

日ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
タ
ウ
ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
④

　

今
月
は「
④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
」

で
す
。

　

現
在
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
活

用
し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ

い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
さ
れ

て
い
る
意
見
等
も
紹
介
し
ま
す
。

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　

本
町
の
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
、
全

体
の
約
3
割
を
占
め
て
お
り
、
今
後
も

高
齢
者
人
口
の
割
合
は
ま
す
ま
す
高
ま

る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
迎

え
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策
の
充
実
と

と
も
に
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
管
理
を

通
し
て
多
く
の
元
気
な
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
よ
う
な
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
。

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
情
報
通
信
技
術
活

用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
情
報
通
信

技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、
高
齢
者

の
暮
ら
し
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
と
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

◆
基
本
方
針
①

　

高
齢
者
の
緊
急
通
報
及
び
安
否
確
認

サ
ー
ビ
ス
の
構
築

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
を
抱
え
る

高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
、
家
庭
内
で
急
病
等
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
緊
急
通
報

セ
ン
タ
ー
（
美
方
広
域
消
防
本
部
）
に

通
報
で
き
る
現
行
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を

図
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
と
町
外
に
住
む

親
族
（
子
）
等
が
、
安
否
確
認
な
ど
連

絡
を
取
り
合
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
や

高
齢
者
に
も
簡
単
で
使
い
や
す
い
操
作

機
材
と
そ
の
導
入
手
法
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

●
現
行
の
緊
急
通
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
す
る

●
高
齢
者
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
を
構
築

す
る
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そ
の
中
で
提
案
さ
れ
て
い
る
意
見
等
を

紹
介
し
ま
す
。

○
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
一
番
の
利
点

は
通
信
速
度
の
速
さ
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
高
速
の
テ
レ
ビ
電
話
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
テ
レ
ビ
電
話
を

使
っ
て
、
病
院
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
の

人
と
高
齢
者
の
人
と
会
話
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
遠
隔
介
護

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

齢
者
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ
病
院
に
行
く

こ
と
も
な
く
身
体
の
調
子
を
報
告
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
は
「
情
報
」

ブロードバンドあれこれ④
ブロードバンド活用事例として、【葉っぱビジネスで
まちおこし（徳島県上勝町）】について紹介します

　住民の方からは、「光ファイバーを敷設しただ

けで、産業が活性化するのか？」という質問をよ

く受けますが、実際に活性化した事例です。

　徳島県上勝町。県中央部にある人口 2,013 人

（2008.8.1 現在）のこの町を元気にしたのが今回

のお話。

　過疎・高齢化で悩みが多いのはこの町も例外で

はなかったが、ここには恵まれた自然・山林がふ

んだんにある。季節で彩りの変わるもみじ・南天・

柿の葉・松葉・いちょう・笹・うらじろ等々。こ

のどこにでもありそうな、お金にならないような、

そんな「葉っぱ」に目を付けて、まちおこしに生

かそうという知恵は一級品である。

　そんなものを買う人があるって？美食の日本、

ちょっとした料理屋や気の利いた料亭に行けば、

季節の食材に添えられている「つまもの」。もと

もと上勝町は木材と温州みかんの産地であった

が、木材は輸入材に、みかんも自由化の波を被っ

て値崩れ。このままでは町は荒廃し人口流出が続

くばかり。「なんとかしなければ」

　この時、役に立ったのが、防災無線 FAX やパ

ソコンによる情報網（光ファイバー）というイン

フラが整備されていたこと。ネットで「葉っぱ」

の注文が入ると、情報網を使って地域のおばあ

ちゃんたちに知らされる。お年寄りでも使えるオ

リジナル端末も開発された。

　上勝は今「いろどりの里」といわれるようになっ

た。軽量で付加価値の高い品は、女性や高齢者に

も扱いやすく、設備に大きな投資も要らない。今、

約 180 人が携り年間 2.5 億円の規模に成長した。

身体を使うことで高齢者が元気になり、収入が増

えて税金を納める高齢者も増えたという。

　上勝町においては、光ファイバーはビジネス

チャンスをモノにする有効な道具だったのです。

関
す
る
様
々
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て

い
く
。

●
病
院
と
連
携
を
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
在
宅
健
康
管
理
支
援

や
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を 

開
催
し
て
検
討
中

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
う
道
具
を
使
え

ば
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
関

係
者
の
方
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
、
現
在
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
基
本
方
針
②

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
と
多
様
な
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

の
構
築

　

町
民
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
健
康
を

保
持
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
、
双
方
向
通
信
が
可
能
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
必
要
な
時

に
必
要
な
情
報
を
入
手
し
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
の
在
宅
健
康
管
理
等
が
可
能
な
仕
組

み
を
構
築
す
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

を
入
手
し
に
く
い
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
常
時
接

続
、
情
報
を
入
手
し
や
す
く
す
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る
「
情
報
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
あ
れ
ば
目
の
不
自

由
な
人
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
読
み
あ

げ
る
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
、
情
報
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
耳
の
不
自

由
な
人
は
チ
ャ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル

な
ら
ば
障
害
を
全
く
感
じ
ま
せ
ん
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

広報しんおんせん（9月号）

H20（2008）.9.11



�

町政のうごきから
H20（2008）.9.11

広報しんおんせん（9月号）

第
３
回
Ｓ
ｐ
ａ
！  

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

２
０
０
８
を
開
催

　

音
楽
に
よ
る
感
動
を
味
わ
い
、
本
町
の
音
楽
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
、
日
本

を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
「
猪
俣
猛
氏
」
を
招
い
て
の
「
Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ

ｍ
音
楽
祭
２
０
０
８
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
若
手
の
有
望
シ
ン
ガ
ー
と
し
て

認
め
ら
れ
、
新
聞
、
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
る
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス

ト
の
「
田
村
美
沙
氏
」
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
ま
す
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

良
質
な
生
の
演
奏
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
提
供
し
、
音
楽
に
よ
る
感
動
を

味
わ
い
、
本
町
の
音
楽
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
浜
坂
中
学
校
・
夢
が
丘

中
学
校
、
県
立
浜
坂
高
等
学
校
の
吹
奏

楽
部
員
を
対
象
に
、子
ど
も
た
ち
が「
猪

俣
猛
氏
」
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
つ
こ

と
で
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
志
気
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
音
楽
を
通
じ

た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
さ
ら
に

は
ま
ち
お
こ
し
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
27
日
（
土
）　

　

午
後
６
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
湯
）

▼
主
催　

Ｓ
ｐ
ａ
！  

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音

楽
祭
実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
チ
ケ
ッ
ト　

一
般
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
３
０
０
０
円
）

　

小
人
（
小
・
中
・
高
）
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
３
０
０
円
）

▼
出
演

　

猪
俣
猛
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
＋
田
村
美
沙

【
演
奏
予
定
曲
目
】

・LO
VE

・
星
に
願
い
を

・Sentim
ental journey

・
キ
ュ
ー
ト

・M
oonglow

・I got rhythm

　

他

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭 

ス
ク
ー
ル
事
業

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町
内
の
中
学

校
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
員
を
対
象
と

し
た
ス
ク
ー
ル
事
業
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。

　

昨
年
は
「
猪
俣
猛
氏
」
の
熱
心
な
指

導
に
よ
り
、
１
時
間
程
度
の
指
導
で

見
違
え
る
よ
う
な
自
信
に
あ
ふ
れ
た
演

奏
と
な
り
、
三
校
の
吹
奏
楽
部
員
約

１
０
０
人
に
よ
る
合
同
演
奏
は
迫
力
あ

る
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
ま
し
た
。
住
民

の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
湯
）

▼
参
加
費
・
見
学
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭
実
行

委
員
会

　

事
務
局
・
温
泉
公
民
館
内

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

役
場　

企
画
課
内

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

猪俣　猛　氏

昨年のスクール事業の様子

田村　美沙　氏
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人
権
擁
護
委
員
制
度
と
は･･･

　

こ
の
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
一
回
（
基
本
は
第
一
水
曜
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
）
人
権
相
談
日

を
開
設
し
、
地
域
住
民
の
人
権
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。（
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

広報しんおんせん（9月号）

H20（2008）.9.11

 

人
権
擁
護
委
員
に
池
田
重
廣
さ
ん
と 

 
細
川
泰
俊
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
本
町
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
６
人
の
委
員

が
、
人
権
相
談
や
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
浜
坂
地
域
の
委

員
二
人
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
池
田
重
廣
さ
ん
（
田
井
）、
細
川
泰
俊
さ
ん
（
居
組
）

が
７
月
１
日
付
に
て
再
任
さ
れ
、
馬
場
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

人
権
推
進
室（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

▼
池
田　

重
廣
さ
ん
（
田
井
）

▼
細
川　

泰
俊
さ
ん
（
居
組
）

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
資
格　

①
町
内
在
住
で
公
害
、
農
薬
等
に
関
す

る
識
見
を
お
持
ち
の
方

②
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
８
条
に
定

め
る
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

の
資
格
ま
た
は
兵
庫
県
が
認
定
し
て

い
る
農
薬
管
理
指
導
士
の
資
格
を
お

持
ち
の
方

③
農
薬
等
の
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
方

と
そ
の
従
業
員
は
除
き
ま
す

▼
任
期　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

　

２
年
間

▼
募
集
期
限　

９
月
22
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

　

本
町
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
公
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
監
視
す
る
組
織
と
し
て
、

「
三
原
野
公
害
監
視
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

 

新
温
泉
町
三
原
野
公
害
監
視
委
員
を
募
集

  

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
10
月
23
日
で
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
、
次
の
と
お

り
実
施
す
る
こ
と
を
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

▼
選
挙
期
日　

10
月
18
日
（
土
）

▼
選
挙
告
示
日　

10
月
13
日
（
月
）

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会

◇
と
き　

9
月
30
日
（
火
）
午
後
2
時
～

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

※
会
場
に
お
い
て
、
立
候
補
に
関
す
る

書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
立
候
補

予
定
者
（
又
は
代
理
人
）
は
必
ず
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
新
温

泉
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１
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広報しんおんせん（9月号）

水
道
だ
よ
り
（
水
道
経
営
と
整
備
計
画
） 

『
お
い
し
い　

安
全
な
水
を　

い
つ
ま
で
も
』

新
温
泉
町
水
道
事
業 

中
期
経
営
計
画
（
抜
粋
）

　
（
平
成
19
年
9
月
策
定
～
４
ヵ
年
計

画
で
順
次
改
訂
し
ま
す
。新
温
泉
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
ご
覧
下
さ
い
。）

　

上
水
道
の
課
題
と
し
て
、 
①
給
水
人

①収益的収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

収

入

営業収益
248,187 248,296 247,524 317,472 給水収益　他

営業外収益
22,702 48,156 55,788 50,850 他会計補助金等

合　計　　 270,889 296,452 303,312 368,322 

支

出

 営業費用
68,485 57,358 58,188 59,032 維持管理費

総係費　他 74,611 78,261 65,050 65,113 
減価償却費 92,899 152,142 150,882 149,884 

小　計　 235,995 287,761 274,120 274,029 
 営業外費用

52,828 52,161 51,913 48,992 支払利息  他
合　計　　 288,823 339,922 326,033 323,021 

経　常　収　支　 △ 17,934 △ 43,470 △ 22,721 45,301
※平成 21 年の給水収益の増は、水道料金改定を見込んでいます。

②資本的収支　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

資
本
的
収
入

補 助 金 100,000
企 業 債 18,100 450,000
負 担 金 604
合 　 計 18,704 0 0 550,000

資
本
的
支
出

建設改良費
29,695 600,000

企業債償還金 40,478 65,170 92,872 130,383
合 　 計 70,173 65,170 92,872 730,383

収支差引 △ 51,469 △ 65,170 △ 92,872 △ 180,383
※平成 21 年の改良計画は、新市水源での病原菌対策と後山の水源

改良工事などを、予定しています。

③ 将来需要予測
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

給水人口（人） 15,346 15,501 15,422 15,342
年間総配水量（㎥） 1,984,534 1,986,517 1,988,505 1,990,493

１日平均配水量（㎥） 5,437 5,443 5,448 5,453 
※配水量の増は、下水道接続による増加を見込んでいます。

④企業債残高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

借入残高 2,325,608 2,285,130 2,219,960 2,577,088
償 還 額 40,478 65,170 92,872 130,383

年度末残高 2,285,130 2,219,960 2,127,088 2,446,705
※平成 21 年の増は、改良工事による増加を見込んでいます。

（１）中期財政収支計画

口
の
減
少
に
よ
る
給
水
需
要
の
減
少
傾

向
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
給
水
収
益
の
減

少
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
②
既
存
施

設
の
30
年
以
上
に
わ
た
る
経
年
劣
化
に

よ
る
維
持
管
理
経
費
の
増
大
と
、
③
ク

リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
の
病
原

菌
へ
の
水
質
の
安
全
対
策
に
、
④
耐
震

施
設
へ
の
改
良
な
ど
、
安
心
安
全
の
給

水
確
保
と
い
う
重
要
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
水
道
事
業
の
経
営
の
安
定
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
保

持
し
な
が
ら
安
定
的
な
水
供
給
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
、
中
期
経
営
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、一
部
を
回
答
と
と
も
に
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

⑥水道施設数
事　業　名 水　源 浄水場 配水池 中継ポンプ

浜坂　上水道 1 3 1
温泉　中央簡易水道 3 1 5 4

温泉　その他簡易水道（10） 15 1 19 9
計 19 2 27 14

※総送・配水管路延長は 131㎞です。
※他に、浜坂地域で 4 簡易水道、２特設水道を特別会計で運営しています。

⑤  経営基盤強化への取組み （アウトソーシングの実施状況）
民間委託業務内容 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

検針業務 実施 実施 実施 実施
料金徴収業務 一部実施 一部実施 一部実施 一部実施

滞納整理・給水停止 調査・検討 調査・検討
使用開始・廃止の受付 調査・検討 調査・検討

転居時の開閉栓・料金精算 調査・検討 調査・検討
給水装置受付・設計審査 調査・検討 調査・検討

給水装置の修繕業務 一部実施 一部実施 一部実施 一部実施
水道メーターの維持管理 一部実施 一部実施 一部実施 一部実施

配水管の漏水調査 調査・検討 調査・検討 一部実施 一部実施
配水施設の点検・保守 調査・検討 調査・検討
浄水場の運転管理業務 調査・検討 調査・検討
浄水場の保守・点検 調査・検討 調査・検討 一部実施 一部実施
水質試験・検査業務 実施 実施 実施 実施

※調査・検討項目は結果に基づき実施します。

（２）水道料金の 
　　基本的な考え方
ア使用者間の、負担の公平

を確保する。
イ水道料金は、過去の実績

及び社会経済情勢の推移
に基づく合理的な水需要
予測と、これに対応する施
設整備計画を基礎にする。

ウ能率的な経営に基づく適
正な営業費用に、水道事
業の健全な運営を確保す
るために必要な資本費用
を加算する。

―問い合わせ―
上下水道課

℡（0796）82 ‐ 3114
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男
女
共
同
参
画
は
、
男
女
の
人
権
尊

重
、
能
力
発
揮
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、

高
度
情
報
化
、国
際
化
な
ど
に
対
応
し
、

人
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
性
を
高
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
仕
事
と
家
庭
の
調
和
が

と
れ
る
よ
う
、
男
女
の
働
き
方
の
見
直

し
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
い
て
も
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ
き
、
す

べ
て
の
新
温
泉
町
民
及
び
新
温
泉
町

で
働
く
人
々
が
、
男
性
も
女
性
も
、

お
互
い
を
認
め
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
共
に
参
画
し
、
力
を
合
わ
せ
て
、
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
委
員
14
人
・
中

村
美
幸
委
員
長
）
を
設
置
し
、
計
画
案

を
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
21
世
紀
は
、「
男
女
共
同
参
画
の
世
紀
」
で
も
あ

り
ま
す
。
平
成
11
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
「
21
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課

題
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

  

男
女
が
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

　

「
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン

　

―
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
新
温
泉
町―

」
を
策
定

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

　

そ
し
て
、
平
成
20
年
３
月
に
、
平
成

23
年
度
ま
で
の
「
新
温
泉
町
男
女
共
同

参
画
社
会
プ
ラ
ン　

─
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
新
温
泉
町
─
」（
左
記
は
プ
ラ

ン
体
系
表
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
プ
ラ
ン

の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ

り
、
町
民
、
企
業
、
団
体
等
が
そ
れ
ぞ

れ
自
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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◆新温泉町男女共同参画社会プラン体系表
　※「施策の基本的方向」欄の太字の項目は重点施策（リーディングプロジェクト）

基本目標 基本課題 施策の基本的方向

1． 人 権 を 尊 重 し た
男女共同参画の意
識づくり

男性・女性共に尊重し合え

る意識づくり

人権尊重の意識啓発
家庭・地域における男女共同参画の推進
保育所・幼稚園・学校における男女共同参画の教育の

推進
メディアにおける女性の人権尊重の啓発

生涯学習を充実させる
自立した多様な生き方をめざす学習の支援
男女共同参画の視点に立った生涯学習の推進

2． 男 女 が お 互 い の
意見を反映し活躍
できる状況の実現

政策・方針過程への男女共

同参画の推進

審議会等への女性の登用
地域活動リーダー等への女性の登用
管理職・役職等への女性の登用促進

働きやすい職場にする男女

共同参画の推進

経営や運営、雇用の場における男女共同参画
農林漁業、商工業における男女共同参画
家庭や地域活動との両立支援

3．仕事・家庭を地域
で支え合う調和の
とれた社会づくり

家庭における男女共同参画

の推進

家庭での男女の参加・参画を促す意識啓発
男性の参加促進

子育てをしやすい支援の充

実（少子化対策）

子育てをしやすい就労体制づくり
多様な保育サービスの充実と子どもの居場所づくり
小児医療体制の充実
子育ての支援サービスの充実（少子化対策）

支え合う地域づくり
地域活動の育成・支援等男女共同参画の推進
外国人居住者への支援

安心して暮らせる社会づくり

生涯にわたる健康支援
高齢者への支援、介護の支援
障害者（児）に対する支援
ひとり親家庭への自立支援

4． あ ら ゆ る 暴 力 の
根絶の取組

配偶者・パートナーからの

暴力防止対策の推進

さまざまな暴力を許さない意識啓発
被害者の保護・支援体制の充実
加害者に対する再発防止に向けた取組

セクシュアル・ハラスメン

トなどへの防止対策

さまざまなハラスメントに対する防止対策
園児・児童生徒への性犯罪・売買春・ストーカー行為

などに対する対策

子どもや高齢者の安全を守

る取組の推進

児童虐待や子どもへの性犯罪を防ぐ取組
高齢者虐待防止の取組
学校・地域ぐるみでの安全対策の推進

5． み ん な で プ ラ ン
を進める

「男女共同参画」を広める拠

点としてセンター設置を目

指す

男女共同参画に関する学習・啓発
男女共同参画に関する活動支援
男女共同参画センター設置・運営の検討

計画の推進体制を確立する
住民参加による推進体制づくり
庁内の推進体制づくり

国や県、県立女性センターなどとの連携の強化
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平
成
21
年
度

　
　

浜
坂
地
域
の
幼
稚
園
と
保
育
所
が
変
わ
り
ま
す

①
三
つ
の「
認
定
こ
ど
も
園
」

　

浜
坂
地
域
に
は
、
休
園
中
の
幼
稚
園

と
保
育
所
を
含
め
、
幼
児
を
預
か
る
施

設
が
現
在
９
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
浜
坂
保
育
所
、
大
庭
保
育

所
、明
星
保
育
園
の
３
施
設
に
統
合
し
、

兵
庫
県
の
認
可
を
受
け
て
「
認
定
こ
ど

も
園
」
に
な
り
ま
す
。

②
幼
児
の
育
成
環
境
を
平
等
に

　

温
泉
地
域
は
、
平
成
17
年
に
６
ヶ
所

の
幼
稚
園
と
２
ヶ
所
の
保
育
所
が
１
ヵ

所
に
統
合
さ
れ
、
幼
児
の
育
成
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
る
一
方
、浜
坂
地
域
は
、

幼
稚
園
が
あ
る
地
域
と
な
い
地
域
と
の

地
域
差
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
家
庭
状

況
に
違
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
幼
稚
園

と
保
育
所
を
選
択
で
き
な
い
状
況
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
浜
坂
地
域
の
幼
児
施
設
を

３
施
設
に
統
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
、
幼
稚
園
と
保
育
所
機
能
を
備
え
、

幼
児
の
育
成
環
境
が
平
等
に
な
る
よ
う

整
備
い
た
し
ま
す
。

　

幼
児
の
育
成
環
境
の
整
備
と
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
新

温
泉
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
浜
坂
地
域
の
幼
稚
園
と
保
育
所
は

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

＊
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
は

　

平
成
18
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
就

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㋐
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
幼
児
を
預
か

る
保
育
所
㋑
幼
児
教
育
を
行
う
幼
稚
園

㋒
子
育
て
に
係
る
相
談
等
に
対
応
す
る

子
育
て
支
援
の
３
つ
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
施
設
と
し
て
、
都
道
府
県
の
認
可

を
受
け
た
施
設
で
す
。

③
４
歳
児
、５
歳
児
は
幼
稚
園（
短
時
間
）

　

ま
た
は
保
育
所
（
長
時
間
）
を
選
択

　

３
歳
児
以
下
は
、
保
育
園
児
と
し
て

預
か
り
ま
す
。

　
「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
幼
稚
園
と
保

育
所
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。

４
歳
児
と
５
歳
児
は
、
幼
稚
園
（
短
時

間
児
）
ま
た
は
保
育
所
（
長
時
間
児
）

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広報しんおんせん（9月号）

H20（2008）.9.11

居組保育所
（廃園）

赤崎へき地保育所
（廃園）

明星保育所
（認定こども園に

移行）

大庭保育所
（認定こども園に

移行）

諸寄幼稚園
（現在休園中

→  廃園）

久斗山へき地保育所
（現在休園中

→  廃園）

御火浦へき地保育所
（現在休園中

→  廃園）

浜坂保育所
（認定こども園に

移行）

浜坂幼稚園
（浜坂保育所内へ移転）

  後の施設は、子育て支援
  センターとして活用

平成 21 年度からの浜坂地域の幼稚園と保育所の状況

受入基準と入園条件
年　齢 受入基準 受入時間 延長保育（希望者） 夏休み 保育料

３歳児以下 保育園児
8:00 ～ 16:00

早朝　7:00 から
夕方 19:00 まで

（無料）

8 月に約１週間
（お盆の期間）
希望保育受入有

現在の保育料
（所得に応じたもの）
保育料基準額表参照

４歳児、５歳児

長時間児

短時間児 8:00 ～ 14:00 緊急時の一時保育
は可能（有料）

8 月に約１週間（お
盆の期間）希望保
育受入無

約１万円
（給食費含む）

（ご注意）日曜祝祭日は休み。短時間児は、土曜日も休みです。
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【
ご
注
意
】

○
こ
の
表
は
平
成
20
年
度
分
の
保
育
料

に
適
応
す
る
も
の
で
、
税
制
改
正
な

ど
に
伴
い
、
基
準
と
な
る
税
額
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
父
母
及
び
、
生
計
の
中
心
者
の
税
額

で
算
定
し
ま
す
。

○
同
一
世
帯
同
時
２
人
以
上
入
所
、
母

子
家
庭
等
に
対
す
る
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す
。

○
そ
の
他
、
新
温
泉
町
保
育
料
の
徴
収

に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
保
育
料
を

決
定
し
ま
す
。

⑥
入
園
児
の
募
集

　

入
園
児
の
募
集
を
、
本
年
12
月
に
行

い
、
入
園
決
定
を
来
年
２
月
に
行
う
予

定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

④
送　

迎

　

現
在
通
園
バ
ス
等
で
送
迎
を
行
っ
て

い
る
地
区
と
通
園
先
が
変
わ
る
地
区
の

園
児
は
、
町
が
送
迎
し
ま
す
。

ア
１
日
３
回
の
運
行

　

１
回
目　

登
園
時

　
　
　
　
　
　
（
午
前
８
時
～
９
時
頃
）

　

２
回
目　

降
園
時
（
午
後
２
時
頃
）

　

３
回
目　

降
園
時
（
午
後
４
時
頃
）

イ
送
迎
対
象
地
区

イ
保
護
者
負
担　

な
し

施設名 対象地区
（認定こども園）
( 現 ) 浜坂保育所

指杭、田井

（認定こども園）
( 現 ) 大庭保育所

赤崎、和田、三尾、戸田、
三谷、若松町、栃谷、田君、
七釜、新市、古市、用土、
対田、久谷、高末、正法庵、
辺地、藤尾、境、久斗山

（認定こども園）
( 現 ) 明星保育園

居組

⑤認定こども園の標準的日課
時刻 　7:00　　　　8:00　　　　　10:00　　　　　　12:00　　14:00　　16:00　　18:00　　　　19:00
３歳児
以下

　　　　　　　　　　　　　　　自由遊び、歌、
　　　　　　　　　　　　　　　絵本、絵画制作など

４
歳
児
・
５
歳
児

長
時
間
児
短
時
間
児

（ご注意）標準的な日課であり、施設、曜日、季節により多少異なることがあります。

共
通
利
用
時
間

登　

園

早
朝
保
育

昼　

食

お
昼
寝
・
お
や
つ

降　

園

降　

園

延
長
保
育

（参考）保育料基準額表（三歳児以下と長時間児の保育料）
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 保育料基準額（月額）円

階層区分 定　　　　義 3 歳未満児 3 歳児 4 歳児以上
第 1 生活保護法による被保護世帯等 0 0 0
第 2 第 1 階層及び第 4 ～第７階層を

除き、前年度分の市町村民税額の
区分が次の区分に該当する世帯

市町村民税非課税世帯 6,000 4,500 4,500

第 3 市町村民税課税世帯 13,800 11,600 11,600

第 4

第１階層を除き、前年分の所得税
課税世帯であって、その所得税額
の区分が次の区分に該当する世帯

40,000 円未満 20,600 17,600 17,600

第 5 40,000 円以上
103,000 円未満 27,700 21,000 20,200

第 6 103,000 円以上
413,000 円未満 33,000 21,700 21,000

第 7 413,000 円以上 36,000 22,500 21,700
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加藤文太郎
記念図書館

「9月のおすすめの本」
ご案内

氷ノ山四季彩　狩野清道写真集 
　狩野清道著／東方出版

但馬の自然、原風景に魅了された著者
が、13 年間に約 800 回も通い続け撮影
した兵庫県で一番高い山・氷ノ山。春
先の芽吹き、初夏の新緑、秋の紅葉、
冬の雪景色など四季折々に様々な表情
を見せてくれる氷ノ山の魅力が満載さ
れた写真集。

冒険家
三浦雄一郎著／実業之日本社

75 歳でエベレスト登頂に成功した冒険
スキーヤー三浦雄一郎。不整脈を患い、
2 度の心臓手術を経ての究極のアンチェ
イジング・プロジェクトである。84 日
間のヒマラヤでの生活、登頂に至るま
での辛く、厳しく、そして嬉しかった
こと全てを語る。

グラニテ
　永井するみ著／集英社

市ノ瀬万里はカフェのオーナー。夫に
先立たれ、一人娘の唯香と穏やかな日々
を送っていた。年下の恋人・凌駕との
関係もうまくいっていた万里だったが、
ある日唯香と凌駕が出会ったことで親
子の関係がギクシャクしはじめた…。
母と娘の恋の行方は！

どうぶつびょういん
トビイ ルツ作・絵／ＰＨＰ研究社

「どうぶつびょういん」は、動物園のと
なりにあります。でも、「どうぶつびょ
ういん」といっても、動物のための病
院ではありません。動物のお医者さん
が子どもたちの病気を治したり、心の
悩みを解決してくれる病院なのです。
今日も野菜が嫌いな顔色の悪い女の子
がやってきました。さて、女の子を救
える動物は…。

どすこい！むしずもう
タツトミ カオ作・絵／ひさかたチャイルド

カマキリのカマのはな、クワガタのク
ワのさと、カブトムシのカブトやま…
と今日は虫たちの相撲大会。今年もカ
ブトやまが勝ち進んで優勝かと思いき
や、意外な虫が参加して予想外の展開
に…。カブトやまは優勝できるのか？

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『お月さまってどんなあじ？』他
◆と 　き　9月13日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『ママおなかがいたいよ』他
◆と 　き　9月27日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。

＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（9月号） 14

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は休館日

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

H20（2008）.9.11
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広報しんおんせん（9月号）

▼
作
り
方

①
大
豆
は
一
晩
水
に
つ
け
る
。

②
水
気
を
き
り
、
油
を
熱
し
て
ゆ
っ
く

り
揚
げ
る
。

③
ジ
ャ
コ
は
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
い

る
。

④
砂
糖
、
し
ょ
う
油
の
中
に
た
か
の
爪

を
加
え
て
煮
詰
め
、
②
③
を
入
れ
て

混
ぜ
る
。

⑤
最
後
に
煎
り
ご
ま
を
ふ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
ジ
ャ
コ
豆

◆材料（４人分）
・白大豆・・・1 カップ
・かえりちりめん
　　（ジャコ）・・100 ｇ
・砂糖・・・・大さじ 4
・しょう油・・大さじ 2
・たかの爪・・・・少々
・ごま・・・・大さじ 2
・油・・・・・・・適量

台風シーズン到来　ご注意を！
　台風は９月になると、日本に多く上陸します。また、秋雨前線を刺激して大雨をもたらし、大きな被害
を発生させることがあります。最近では、平成 16 年の台風 23 号が新温泉町に大きな被害をもたらしま
した。台風接近の恐れがある場合には、気象情報に注意して事前に対策を行う、危険を感じたら早期に避
難することが大切です。日ごろから、災害時の避難場所の確認や、非常持ち出し品を事前に準備しておき
ましょう。

土砂災害警戒情報に注意
　最近、テレビのテロップで大雨洪水警報の発令
とともに、土砂災害警戒情報が流れているのはお
気づきでしょうか。
　土砂災害警戒情報とは、大雨による土砂災害発
生の危険度が高まったとき、市町村長が避難勧告
等を発令する際の判断（新温泉町防災計画では避
難基準としています。）や住民の自主避難の参考
となるよう、都道府県と気象庁が共同で発表する
防災情報です。
　土砂災害警戒情報が発表されたら、山の斜面の
近くにお住まいの方は、注意を払い、普段と異な
る状況に気がついた場合には、直ちに周りの人と
安全な場所に避難してください。また、町も防災
無線、ＣＡＴＶ等で警戒情報をお知らせします。

災害時要援護者の支援を
　大きな災害が発生したとき、「災害時要援護者

（高齢者や寝たきり、障害のある方など一人で避
難ができない方）」は、自力で避難することが困
難なことから、大きな被害を受けやすいと言われ
ています。自主防災会で災害時要援護者を支援し
ていく仕組みをしっかりと作っておきましょう。

―問い合わせ―
町民課　消防防災係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２１

温泉総合支所　住民福祉課

℡（０７９６）９２ ‐ １１３１㈹

大
雨
に
よ
り
冠
水
し
た

　
　
　
　
　

国
道
１
７
８
号
線

非常持出品
　（リュックに入れて）
1 懐中電灯
2 飲料水
3 非常食
4 タオル
5 貴重品
6 救急セット
7 衣類・下着類
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 8 月 21 日現在

広報しんおんせん（9月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ ェ ー タ ー、
ウェートレス 不問 800 ～ 950

販売補助 800 ～ 950
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790

㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
加工 750

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820 ～ 1,000

㈲ニシオカ石材 墓石の施工、
販売 不問 800 ～ 900

山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 800
特定非営利活動法人
にーず 介護員 不問 800 ～ 1,000

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 1,200 ～ 1,400
給食職員 900 ～ 1,000

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
㈲ ゆ む ら 観 光
伯雲亭 旅館手伝い 不問 700 ～ 800

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 151

㈲山米鮮魚 ホームページ
作成補助 不問 130 ～ 180

㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300

日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133 ～ 146

栄養士 144 ～ 176

㈱隆栄水産
営業 不問 190 ～ 300
販売管理 190 ～ 270
販売員 40 以下 180 ～ 260

㈱三島組 現場監督者 不問 210 ～ 260
㈱田中工業所 事務員 40 以下 160 ～ 185

㈲ニシオカ石材 墓石の施工、
販売 不問 176

浜美屋食品㈱ 事務員 不問 145 ～ 180
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35 以下 168 ～ 225
豊和通信システム㈱ 外線 18 ～ 31 169 ～ 209
社会福祉法人尚徳会
特別養護老人ホーム
はまさかの里

介護員 不問 162 ～ 175

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
調理師及び
見習い 35 以下 150 ～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 231 ～ 256
営業係 147 ～ 188

㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘
配膳係

不問
180 ～ 250

フロント 140 ～ 150
事務員 130 ～ 140

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

176 ～ 191
看護師 170 ～ 174
ケアマネージャー 146 ～ 149

富士綜合警備保障㈱

警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140 ～ 170

営業 64 以下 150 ～ 200
㈱マルワフーズ
渡辺水産

食品製造 64 以下 128 ～ 149
一般事務 150 ～ 200
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
31―

農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

　

農
地
法
を
ご
存
じ
の
方
で
あ
れ
ば
、

当
然
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
農
地
に
作
業
小
屋
、
農
業
用
倉
庫

等
を
建
て
る
場
合
に
は
農
業
委
員
会
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
用
の

申
請
書
な
ど
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に

あ
り
ま
す
の
で
工
事
に
着
手
す
る
前
に

広報しんおんせん（9月号）

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。
農
地
に
農
機
具
倉
庫
等
を
建
て
る
と
き
、
す
な
わ
ち
農

地
転
用
を
行
う
時
に
は
、
農
業
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
農
業
委
員
会
で
は

町
の
広
報
紙
で
『
農
地
法
』
に
関
係
し
た
記
事
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
し
た

が
ご
覧
頂
い
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
届
け
出
に
よ
る
農
地
転
用
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
簡
単
に
ご
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
届
け
出
の
あ
っ
た
申
請
書
は

農
業
委
員
会
で
受
理
さ
れ
、
そ
の
月
の

農
業
委
員
会
総
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

ま
た
総
会
前
に
は
現
地
調
査
委
員
が
現

地
の
調
査
と
確
認
に
伺
い
ま
す
。
申
請

者
の
立
会
い
の
も
と
に
調
査
が
行
わ

れ
、総
会
当
日
に
は
現
地
調
査
の
結
果
、

状
況
な
ど
が
現
地
確
認
委
員
に
よ
っ
て

詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
す
。
総
会
の
日
が

届
け
出
の
日
と
な
り
許
可
日
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
農
地
の
形
状
変
更
を
行
う

場
合
で
も
同
じ
よ
う
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
届
け
出
が
必
要
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
届
け
出
を
し
な
い
で
工

事
着
工
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ご
く
ま
れ

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
無
断
転
用
を

な
く
す
た
め
農
業
委
員
会
で
は
、
町
の

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
真
意
が
皆
さ
ん
に

浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
当
然
で
す
が
届
け
出
を
し
な
い
で

事
前
着
工
し
て
い
る
事
が
発
覚
し
た
場

合
に
は
、
無
断
転
用
と
し
て
農
業
委
員

会
か
ら
工
事
の
中
止
が
求
め
ら
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
工
事
の
完
成
も
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
事
務
局
の
是
正
指
導

に
よ
り
、
届
け
出
の
措
置
を
と
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
申
請
書

の
作
成
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
受
付
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
翌
月

の
総
会
が
終
る
ま
で
の
一
ケ
月
間
余
り

工
事
の
再
開
を
待
っ
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
を
な
く
す
た
め
、
申

請
書
を
作
成
し
、
適
正
に
手
続
き
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
工
事
の
ス

ム
ー
ズ
な
進
行
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

　

町
内
で
は
近
年
、
農
業
機
械
の
大
型

化
等
に
よ
り
、
農
機
具
倉
庫
を
増
築
す

る
方
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
こ
の
よ
う
な
届
け
出
も
増
え
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
倉
庫
な
ど
の
建

築
を
予
定
さ
れ
る
施
主
の
方
は
も
ち
ろ

ん
の
事
で
す
が
、
と
く
に
建
設
工
事
に

携
わ
る
建
築
関
係
業
者
の
方
々
が
再
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
無
断
転
用
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
業
委
員
会
に
提
出
さ
れ

総
会
で
審
議
さ
れ
る
申
請
に
は
権
利
移

動
及
び
制
限
に
関
連
し
た
許
可
申
請
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
簡
単
に
説
明
し

ま
す
。

㋐
「
農
地
の
ま
ま
で
の
権
利
移
動
を
行

う
場
合
が
３
条
申
請
」
と
な
り
、
農

業
委
員
会
（
又
は
知
事
）
が
許
可
を

出
し
ま
す
。

㋑
「
農
地
の
転
用
が
目
的
で
権
利
移
動

を
伴
わ
な
い
も
の
が
４
条
申
請
」
と

な
り
、県
知
事
が
許
可
を
出
し
ま
す
。

㋒
「
農
地
の
転
用
の
た
め
の
権
利
移
動

を
伴
う
も
の
が
５
条
申
請
」と
な
り
、

県
知
事
が
許
可
を
出
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
目
的
に
あ
わ
せ
た
届

け
出
や
申
請
書
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

多
く
の
皆
さ
ん
が
認
識
を
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
切
に
願
う
と
共
に
、
農
業
委

員
会
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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広報しんおんせん（9月号）

石橋池たらい漕ぎ競争
　8 月 16 日（土）石橋地区にある石橋池で「第 16 回
石橋池たらい漕ぎ競争」が行われ、町内外から約 150
人が訪れました。
　この大会は地域の活性化を目指して、八田地区の住民
らで作る実行委員会が毎年開催しているもので、石橋池
を利用したユニークな取り組みです。たらい漕ぎ競争の
参加者らは、バランスの悪いたらいに悪戦苦闘しながら
懸命にゴールを目指しました。そのほかにも、梅干しの
種飛ばし競争なども行われ、一日中、地区内ににぎやか
な歓声が響きわたっていました。

「二十世紀梨」初出荷
　本町の特産であり、秋の味覚を代表する二十世紀梨の
出荷が 8 月 27 日（水）始まりました。
　温泉町果樹園芸組合（重本静男組合長）の生産農家の
皆さんは、早朝より収穫作業を行い、午後からは選果場
で、持ち込まれた梨を大きさや等級ごとに丁寧に箱に詰
めを行い、神戸の市場へ出荷しました。
　今年はやや小ぶりながら、糖度は十分の良い出来だそ
うです。皆さんも甘くてみずみずしい秋の味覚「二十世
紀梨」をぜひ味わってください。

　8 月 24 日（日）飯野の巌山寺奥の巖山地蔵大権現の
例祭が境内で行われ、地区の小学生らが奉納相撲を披露
し、その中入りに赤ちゃんの土俵入りが行われました。
　「泣き相撲」といわれているこの行事は、鉢巻に赤い
腹当て姿の赤ちゃんが順番に土俵入りし、青年力士に抱
かれ「ヨイショ、ヨイショ」とシコを踏みました。この
際赤ちゃんがよく泣いた方が元気に育つとも言われいま
す。父母らは土俵の側で、わが子の健やかな成長を願っ
ていました。

巌山地蔵大権現祭稚児土俵入

　8 月 19 日（火）、町内の小学生を対象とした「子ど
も体験教室」が久斗山おおすぎの館で開催されました。
　この教室は、自然の中での体験を通じて好奇心を高め、
仲間との共同作業の大切さを学んでもらおうと、毎年夏
休みに開かれ、今年は 21 人が参加しました。午前中に
は久斗山農産加工組合長の中村寿弘さんの指導のもと草
木染め体験が行われました。子どもたちはビー玉や割り
ばしなどを使ってＴシャツやハンカチなどに模様をつ
け、タマネギなどで作った染料で染物に挑戦しました。

子ども体験教室
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　　　　　　　　　　少年水産教室「親子ふれあい漁業体験」

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（9月号）

　８月の「差別をなくし人権文化をすすめる町民運動」
のオープニング行事として、8 月 1 日（金）各地区で街
頭啓発を実施しました。
　JR 浜坂駅前では「たそがれコンサート」を行い、浜
坂少年少女音楽隊、浜坂中学校吹奏楽部の演奏と、浜坂
北小学校児童による「よさこいソーラン踊り」が披露さ
れました。引き続き駅前商店街で「街頭パレード」を行
い、音楽隊を先頭に差別のない明るいまちづくりを呼び
かけながら、町内をパレードしました。

　町内の小学生を対象に、親子で漁業や海の生き物を観察する
「親子ふれあい漁業体験」が 8 月 1 日（金）、香美町香住区で行
われました。浜坂町漁業協同組合青壮年部が、地元の子どもた
ちに漁業についての理解を深めてもらおうと、毎年夏休み期間
に実施しているもので、今年は約 40 人の親子が参加しました。
　参加者は、香住高校の実習船「但州丸」に乗り込み、底引き
網漁を見学するなどし、船の旅を楽しみました。

　8 月 2 日（土）ＪＲ浜坂駅前の浜坂商店街で、「第 11
回いきいき浜坂商店街納涼祭」開催されました。
　商店街の活性化を目的として毎年開催されているイベ
ントで、今年も女みこし「縁海」が登場し、威勢のよい
掛け声で祭りを盛り上げました。今回は、落語家の桂三
若さんをゲストに迎えた湯豆腐の大食い大会が行われま
した。その他にも、浜坂少年少女音楽隊パレードや、金
魚すくい・海賊焼きなどの夜店も出店し、訪れた大勢の
人たちで夜遅くまでにぎわいました。

いきいき浜坂商店街納涼祭

　入所者に季節感を味わい、家族や住民ボランティアと
の交流を図ってもらおうと、8 月 6 日（水）、介護老人
保健施設「ささゆり」で夏祭りを開催しました。
　夏祭りは、運動会や新年会などの年間行事の一つとし
て毎年行っているものです。この日は職員の手づくりの
たい焼きやたこ焼きなどの屋台が設けられ、施設内はお
祭りムードに包まれました。また、海上傘踊り保存会に
よる傘踊りも披露され、入所者とその家族は盛んに拍手
を送るなどして、楽しいひとときを過ごしました。

介護老人保健施設「ささゆり」夏祭り

差別をなくし人権文化をすすめる町民運動
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.9.11

ご
案
内

広報しんおんせん（9月号）

「
和
紙
折
り
紙
作
品
展 

～
四
季
の
花
々
た
ち
～
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

９
月
13
日
（
土
）
～

　

10
月
８
日
（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
で
和
紙
折
り
紙
教
室
を

行
っ
て
い
る
松
森
君
代
さ
ん
（
日
本

折
り
紙
協
会
認
定
講
師
・
浜
坂
在
住
）

の
作
品
と
、
そ
の
教
室
の
生
徒
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
数　

約
80
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

   

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仲
間
た
ち
Ⅲ

ち
り
め
ん
細
工
＆
書
道
作
品
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
で
創
作
活
動
を
し
て
い
る
方

の
作
品
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

濱
田
直
子
さ
ん
（
対
田
在
住
）
の
ち
り

め
ん
細
工
と
西
川
葉
峯
さ
ん
（
諸
寄
在

住
）
の
書
道
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
26
日
（
金
）
～

　

10
月
22
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
展
示
数　

ち
り
め
ん
細
工
約
80
点
と

書
道
約
15
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

子
ど
も
た
ち
の
手
づ
く
り

工
夫
作
品
展

　

町
内
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
手
づ
く

り
工
夫
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
想
像
力
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い

作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

（
温
泉
会
場
）

▼
と
き　

９
月
13
日（
土
）～
17
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

暴力追放・防犯・交通安全 
「美方郡住民大会」の開催

　安全で安心な町づくりを実現するため「美方郡住
民大会」を開催します。ぜひご来場ください。

◇と　き　９月 21 日（日）午後１時～４時 30 分
◇ところ　夢ホール
◇主　催　新温泉町防犯協会、香美町防犯協会、
　　　　　浜坂交通安全協会、香住交通安全協会、
　　　　　村岡交通安全協会
◇内　容　講演「暴力団の本質から見た民事介入暴
　　　　　力への対応方法について」（講師　弁護士
　　　　　小川幸三氏）、県警音楽隊による演奏・
　　　　　パレード、防犯協会による表彰、交通栄
　　　　　誉賞、優良運転者の表彰、海上傘踊りなど

―問い合わせ―
美方警察署

℡（０７９６）８２ ‐ ０１１０

（
浜
坂
会
場
）

▼
と
き　

９
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
校
長
会

▼
出
展
内
容　

手
作
り
作
品
、
遊
具
、

民
芸
品
、
研
究
作
品

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９



21

　

新
温
泉
町
文
化
協
会

文
教
府
移
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
但
馬
美
術
展
」

　

但
馬
の
絵
画
愛
好
家
を
対
象
に
公
募

を
行
っ
た
「
但
馬
美
術
展
」（
文
教
府

移
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を
開
催
し
ま
す
。

知
事
賞
受
賞
作
品
を
は
じ
め
各
賞
の
受

賞
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
19
日（
金
）～
23
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

新
温
泉
町
文
化
協
会
、
新
温

泉
町
教
育
委
員
会
、但
馬
美
術
協
会
、

県
立
但
馬
文
教
府

▼
内
容　

日
本
画
、
油
彩
画
、
水
彩
画

な
ど
34
点
を
展
示

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

但
馬
病
院
の
精
神
科
医
師
が
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
予
約
制
）

▼
と
き　

10
月
29
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

公
立
浜
坂
病
院
よ
り
外
来
診
察
の
受
付
・

診
察
開
始
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

10
月
よ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
診
察

の
午
後
の
受
付
時
間
及
び
診
察
開
始
時

間
を
変
更
し
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
診
察
科　

耳
鼻
咽
喉
科

▼
診
察
日　

毎
週
火
曜
日
～
木
曜
日

▼
変
更
期
日

　

平
成
20
年
10
月
１
日
（
水
）
よ
り

広報しんおんせん（9月号）

H20（2008）.9.11

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

9月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

9月24日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

9月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

9月18日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

◇
午
後
の
受
付
時
間

　

変
更
前　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

変
更
後　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◇
午
後
の
診
察
開
始
時
間

　

変
更
前　

午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

変
更
後　

午
後
２
時
30
分
～

※
午
前
中
の
受
付
時
間
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

９
月
20
日
～
26
日
は 

動
物
愛
護
週
間
で
す

　

人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
世
話
を
し
ま
し
ょ
う

○
近
所
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

○
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
６
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広報しんおんせん（9月号）

   

交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未
来
を
守
る

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
が
一
、

自
動
車
事
故
に
あ
っ
た
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
車

検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ

ク
は
、
有
効
期
限
切
れ
・
か
け
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
運
輸
監
理
部　

兵
庫
陸
運
部

　

℡
（
０
７
８
）
４
５
３
‐
１
１
０
４

平
成
20
年 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

10
月
1
日
、
5
年
に
一
度
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
全
国
の
約
３
５
０
万
の
世
帯

が
対
象
と
な
る
、
住
宅
・
土
地
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

お
宅
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
調
査
票
の
配
布
期
間

　

９
月
23
日
（
火
）
～
30
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係 

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

て
ぃ
～
ん
え
い
じ 

う
い
ん
た
～
ら
い
ぶ
08

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

参
加
者
募
集

　

音
楽
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
校

生
を
対
象
に
演
奏
の
場
を
提
供
し
ま

す
。日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
、

自
分
た
ち
の
音
楽
を
広
げ
た
い
方
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分　

開
演

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
応
募
資
格　

美
方
郡
内
に
在
住
、
通

学
し
て
い
る
高
校
生
で
、
音
楽
活
動

を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
。（
バ

ン
ド
・
ソ
ロ
・
ア
カ
ペ
ラ
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
た
だ
し
、保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
出
場
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
デ
モ
テ
ー
プ

を
添
え
て
温
泉
公
民
館
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
に
て
提
出

▼
募
集
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

▼
出
場
料　

無
料

▼
出
場
数　

応
募
に
基
づ
き
審
査
を
行

い
、最
大
10
組
を
選
抜
し
ま
す
。（
審

査
を
通
過
し
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
後

日
打
ち
合
わ
せ
日
時
な
ど
を
連
絡
し

ま
す
）

▼
そ
の
他　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
裏
で
支

え
て
い
た
だ
く
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
事
務
局　

温
泉
公
民
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

募　

集

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

▲昨年度のライブの様子
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「
第
２
回
カ
ニ
ソ
ム
リ
エ
と
観
光

ガ
イ
ド
育
成
講
座
」
受
講
生
募
集

　

来
年
10
月
に
実
施
す
る
カ
ニ
ソ
ム
リ

エ
試
験
に
向
け
て
、「
カ
ニ
ソ
ム
リ
エ

と
観
光
ガ
イ
ド
育
成
講
座
」
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
、
セ
リ
の
様
子
を
見
学

後
、
干
し
魚
の
実
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
18
日
（
木
）

　

午
前
７
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

諸
寄
漁
港
セ
リ
場　

集
合

▼
参
加
資
格　

満
20
歳
以
上
で
、
観
光

に
興
味
が
あ
り
、
浜
坂
観
光
協
会
事

業
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

ま
な
板
、
包
丁
（
魚
を
調

理
可
能
な
も
の
）、
長
靴
、
エ
プ
ロ
ン

▼
募
集
期
限　

９
月
15
日
（
月
）

▼
今
後
の
予
定　

浜
坂
文
学
碑
巡
り
と

遊
覧
船
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
体
験
（
９

月
下
旬
）、
ソ
ム
リ
エ
の
か
に
料
理

に
合
う
ワ
イ
ン
の
実
飲
講
習
会
（
10

月
中
旬
）
等
を
実
施
予
定

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ham

asaka.com
/

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
８
０

第
40
回
温
泉
駅
伝
競
走
大
会 

（
記
念
大
会
）
参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▼
と
き　

10
月
19
日
（
日
）

　

開
会
式　

午
前
９
時
～

　
（
旧
八
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
部
門
・
コ
ー
ス

◇
一
般
地
域
の
部
、
一
般
職
域
の
部
、

中
学
生
男
子
の
部
、
高
校
生
の
部

　
　

岸
田
郵
便
局
前
（
9
時
30
分
ス

タ
ー
ト
）
～
巌
山
寺
～
町
民
セ
ン

タ
ー
〔
9
区
間　

17
・
６
㎞
〕

◇
一
般
女
子
の
部
、中
学
生
女
子
の
部
、

小
学
生
の
部

第１５回　但馬 “ 牛まつり ”
　
　

　世界に誇る但馬牛をテーマにした、楽しい、おい
しいイベント『但馬 “ 牛まつり ”』を開催します。
　牛に衣装をまとわせたファッションショーや、牛
車の花嫁行列など但馬牛にちなんだイベントが盛り
だくさん。メインイベントの「造型物＆パフォーマ
ンスコンテスト」では、但馬牛をイメージした造型
物とともに、参加者が素敵なパフォーマンスで会場
を盛り上げます。
　また、この “ 牛まつり ” では、本場の美味しい但
馬ビーフが味わえるのも魅力です。会場内の販売テ
ントではさまざまな但馬ビーフ料理を提供します。
ステーキや牛肉丼、牛串焼きなど、思う存分味わっ
てください。さらに会場には、地元の農産物や魚介
類、手づくり加工品など、自然に恵まれた但馬地域
ならではの特産物がずらりと並びます。但馬牛と一
緒に、但馬の食文化も知ることができます。ぜひお
越しください。

◇と　き　　9 月 28 日（日）
　　　　　　午前 10 時～午後 4 時　※小雨決行
◇ところ　　県立但馬牧場公園（新温泉町丹土）
◇その他　　当日は、熊谷方面、田中方面、春来方面、
　　　　　　浜坂方面、小代方面、村岡方面、香住
　　　　　　方面の送迎バスを運行します。

―問い合わせ―
但馬 “ 牛まつり ” 実行委員会
（温泉総合支所　振興課内）
℡（０７９６）９２- １１３１

　
　

巌
山
寺
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
～
町

民
セ
ン
タ
ー
〔
5
区
間･

６
・
９
㎞
〕

▼
主
催　

新
温
泉
町

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住･

在
勤･

在

学
者

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

　
（
小･

中･

高
校
生
は
無
料
、
参
加

者
に
は
記
念
品
あ
り
）

▼
申
し
込
み　

教
育
委
員
会
分
室
ま
た

は
社
会
教
育
課

▼
募
集
期
限　

9
月
30
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０




